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マーク・トウェインの旅にみる
近代アメリカのツーリズムに関する一考察
『地中海遊覧記』The Innocents Abroadを事例として
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An approach to Modern American Tourism exemplified by 
Mark Twain’s travel account The Innocents Abroad (1869)
Summary
　This paper aims to research some aspects of Modern American 
Tourism by analyzing Mark Twains The Innocents Abroad (1869), as an 
example of his travel writings. It succeeds my research about French 
Romantic writers’ travels in 19th century.
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研究の背景
　観光学は学際的な学問領域である。筆者は文学領域における観光学に
ついて研究しており、これまでフランス文学、特に19世紀フランス文学
者と旅について試論を重ねてきた。旅の主体の属性、つまりTravelerと
Touristの関係、あるいはその対立関係について、観光学では研究の規範
とされるアメリカ人の社会学者D.ブーアスティン（Daniel, Boorstin）１や
マキャーネル（Dean MacCannell）２の言及を援用してきた。しかしながら、
マーク・トウェインの研究雑誌に「マーク・トウェインと旅」というシン
ポジウムを特集した号を見つけ、「アメリカ文学」においても、ブーアス
ティンとマキャーネルが援用されていることを知った。後者に関して言え
ば、筆者は「観光社会学者」との認識でいたが、「旅行記理論家」と紹介
されていることから、「観光学」と「文学」がリンクしていないことが分かっ
た。一方で、改めて考えてみるとマーク・トウェインは、マキャーネルの
著作の中でも頻繁に引用されている作家であるのにも関わらず、これまで
観光学でとりあげられることがなかったことに疑問を呈した。筆者はアメ
リカ文化や文学の専門家ではないが、観光学において、とりわけ20世紀の
マス・ツーリズムを牽引したアメリカにおける観光の萌芽期、いわゆる「近
代観光」を体現した一人の旅行者として、マーク・トウェインを事例に検
討を行う。
　マーク・トウェイン研究者である中垣（2004）は、マキャーネルが『ザ・ツー
リスト』TheTouristのなかで、「ツーリストが文字通り『ほんもの』をも
とめて地球の果てまで到達した時からその新しさが始まるのであり３、観
光を起こさせる、『観光学的想像力』なるものが現実の観光を凌駕すると
いう現象を分析した」ことに関心を寄せ、
　「フィクショナル・ツーリズム」とでも呼ぶべき、新しいツーリズ
ムのあり方が現象として現れるちょうど過渡期の時代が19世紀末であ
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り、トウェインの旅行記からは「旅行熱の時代」および「旅行記とい
うジャンル」の終焉をみてとることができるのではないか（同書31）、
　さらに、
　「レジャー」と称される余暇の使い方自体もまた19世紀において特
別な発展を遂げたことを考えるならば、どのようにトウェインがヴァ
カンスをすごしたのかという問題も興味深い論点となる（同書31）
とシンポジウムの中で述べている。アメリカ文学者である彼の関心はまさ
しく、「観光学」における視点そのものであり、「旅」を専門領域とする観
光学でも取り組まなければならない問題なのではないだろうか。
研究の方法と目的
　マーク・トウェイン研究者の間では、「旅行記」が彼を著名な作家へと
導いた礎であったことは周知の事実である。旅は「旅行記」というジャ
ンルを彼に残したばかりでなく、『ハックルベリー・フィンの冒険』The 
Adventures of Huckleberry Finnなどの小説においてもその影響は顕著で
ある４。本研究においては、アメリカ近代の観光史を見るという目的から、
「旅行記」を研究対象として、論考を進める。この手法は筆者の博士論文
で用いたものを踏襲したものであるが、歴史的文化的アプローチ（ここで
は旅行記）で調査する事はWeltenも言及するように数量的研究ではとら
えることができないであろうsustainable humanistic idea of tourism（観
光について存続しうる人文学的な見解）を明らかにすることができる。筆
者はフランスの近代観光を明らかにするために、ロマン主義作家のシャ
トーブリアンやフロベールの旅行記をこれまで研究対象としたが、本研究
の対象作品としてかれらと共通の都市を旅した『地中海遊覧記』を対象
とする。原文のタイトルはThe Innocents Abroadであり、日本では長い間
『赤
あか
毛
げ っ と
布外
が い ゆ う き
遊記』と訳されてきた作品である。赤毛布とは明治時代の隠語で、
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「田舎者のこと。田舎の人は昔よく赤毛布（あかげっと）を外套代りに着
て上京したところから起つた名。尚最近初めて洋行する人にもいふやうに
なつた。〔隠語〕」５と定義されている言葉であり、原題のInnocentsの名訳
である。すでに、トウェインが、旅行者をInnocentsと表現することに「旅
行記」におけるアメリカ人旅行者の形態、属性が暴露されている。６
　トウェイン一行はマルセイユ経由でパリ観光を行うが、1867年のパリ万
博が開催されていた時期であり、国際観光の元年を迎えたであろうパリに
おける彼らの観光行動について検証し、つぎに聖地巡礼を目的としたオリ
エント旅行について、19世紀初頭のフランス人作家の旅を意識しつつ考察
を行う。
　アメリカ的なまなざしとヨーロッパ（フランス）的なまなざしの違いを
踏まえ19世紀末、アメリカにおける近代ツーリズムについて検証をする。
第１章：アメリカの社会状況についての概略
　「旅行熱」が蔓延したアメリカ社会とはどんな社会であったのか。「ヨー
ロッパおよび中近東のキリスト教聖地をめぐる観光旅行団」（亀井1997）
という一般の人々を対象としたワールドワイドな旅行が企画されるように
なったアメリカとはどんな社会であったのだろうか。
１）時代背景
　アメリカでは1861年に始まった南北戦争が65年に終わり、「平和」な時
代が到来した。東部地域だけではなく西部地域の開発も進み、69年には大
陸横断鉄道が完成した。経済は大発展を遂げ、ニューヨークは大都市へと
変貌をとげた。トウェインは自身の風刺小説『金ぴか時代』Gilted Ageで
世の中は表面だけはぴかぴかでぎらぎらしているが、貧富の差が拡大して
いく異常な経済至上主義時代の様子を描いている。この小説の対象年代は
1865年から90年までであるが、現在ではこの時代を、マーク・トウェイン
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の小説からGilted Ageと呼ぶ。
２）平和な時代と旅の流行
　アメリカは経済的には大発展を遂げ、さらに民主主義を掲げた大国と
なった。一方で、人々は移民国家であるアメリカに独自の精神文化がない
ことを憂慮し、結局、ヨーロッパにかれらの文化を求めていた。文芸活動
もまた、イギリスの模倣から始まった。教養を身に着けるため、あるいは
教養を身に着けたいと願う中産階級の人々（Innocentsと表現されている
人々）にとって、ヨーロッパに行くことが不可欠であったと言えよう。実際、
亀井（1997）によると、パリ万博開催当時の1867年には毎日4,5千ものア
メリカ人ツーリストがパリに到着したと言われている。中垣（2012）はア
メリカの19世紀を「旅行熱」の時代と言及するが、文学界においても、当時、
旅行記は誰もが手掛ける人気の文学ジャンルであった。」（石原2004）と言
及されるほど「旅」は流行のテーマであった。
　前述したように、アメリカは南北戦争後の平和な時代にあった。旅、あ
るいは観光という現象が流行となるためにはまず、「平和な時代」が前提
であるが、まさしくその時代であった。一方でフランスもまた、第二帝政
期という、フランス革命からナポレオン戦争の時代を経て対外的にも国内
的にも「平和」な時代であった。さらに大型蒸気船が大西洋航路として運
行していた状況を踏まえればヨーロッパ旅行が流行したのも当然の事象で
あると言えよう。トウェインらは「クウェーカー・シティー号」に乗船す
るが、南北戦争中は軍用として海軍にチャーターされていた船であった。
　聖地巡礼の旅と呼ばれるのは、この旅行団の有力なスポンサーのひとつ
に当時全米の有名な牧師であったヘンリ ・ーウォート・ビーチャー７（Henry 
Ward Beecher 1813−87）の主催するブルックリンのプリマス教会であっ
たことに由来する事項であろう。クリスチャンとして、キリスト教の聖地
を訪れることの意味は、カトリック、プロテスタントを問わず、旅の第一
の目的であった。
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第２章：マーク・トウェインの半生と『地中海遊覧記』ついて
１）マーク・トウェインについて
　マーク・トウェインは（Clemens, Samuel Langhorn, 1835−1910）は『ハッ
クルベリー・フィンの冒険』、『王子と乞食 The Prince and The Pauper』
の作者として知られるが、ヘミングウェイ（Hemigway, Ernest Miller, 
1899−1961）による「アメリカの近代文学はすべてマーク・トウェインの
『ハックルベリー・フィンの冒険』という一冊の本から出発している」と
いう言葉もあるほどアメリカ近代史では重要な人物である。
　ミズーリー州の生まれで、印刷業の見習いから、東部に出て新聞記者に
なり、飽きると故郷に戻るなど都会との往復生活を続けていたが、1857年
にミシシッピー川（当時の交通の大動脈。世界で４番目の長さ）の水先案
内人になることを決意し、２年後には免許を取得し、働き始める。ところで、
マーク・トウェインとはペンネームであり、もともとは船員用語で「水深
二尋Mark Twain」を意味する言葉である。しだいに浅瀬になって行くう
ちに船員が“Mark Twain!”とあら声を発し、つまり「まだ安全だ！」換
言すれば「これからは危険」との境界線をつげる。サミュエル・ラングホー
ン・クレメンズはこの安全と危険の境界線を示すフレーズをペンネームと
して選んだのだった。独立戦争後はミシシッピー川での蒸気船の運航が困
難となり仕事を失い、ゴールドラッシュに沸く西部へと移動する。金脈堀
には失敗するが、西部では「トール・テール」という話法を修得し、期せ
ずして作家として成功するひとつの要素を得た。西部での生活を終え東部
に移り、「遊軍特派員」として生活する。その時、ニューヨーク、ブルッ
クリンの教会でみた世界周遊の旅の告知に興味を持つ。新聞社との契約に
成功し、念願の世界周遊に参加する。帰国後『地中海旅行記』を上梓する。
この成功により旅行記作家（講演者）はもとより作家としての生活が始まっ
たと言われる。
　石原（2004）の表現を借りれば、「弱冠17歳で旅する植字工」として東
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部の大都市を旅し、蒸気船のパイロットという旅そのものを職業とし、西
部では「鉱夫としての生活も新しい鉱脈を求めて人跡未踏の地への旅」を
した人物である。本論文ではとりあげていないが、トウェインは当時娯楽
の主流とも言える「講演会」での名スピーカーとしての全米で周知された
存在となっていた。続けて、石原は「さらにトウェインの最も安定的な収
入源となった講演の仕事もまた、晩年の世界一周講演旅行に象徴されるよ
うに旅することで初めて成り立つ仕事である」と述べ、「好むと好まざる
に関わらず旅は決して避けられない要素であった」と結ぶ。
　図１はマーク・トウェインがワールドワイドに行った旅を示している。
２）『地中海遊覧記』の旅について
ｉ）行程について
　トウェインがニューヨークで「遊軍特派員」として働いていた時、「豪
図１ トウェインのワールド・ツアー
http://toursblogqa.com/etus/wp-content/uploads/2011/11/Man-of-the-World.jpg
2014年10月5日検索
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華船にのってヨーロッパや中近東のキリスト教聖地を観光する団体旅行の
催し」の企画をみつけ、契約している新聞社を説得し（旅先から見聞録を
送る）、５ヵ月11日の大旅行に参加した。
　一行は「クエーカー・シティ号」という南北戦争時には軍艦として活躍
した、1800（1500トンとも言われる）トンの足輪式蒸気船（図２）、つま
り豪華船に乗船した。寄港地から自由行動が許されていたため、以下に示
すのはトウェインの行程である。
　ニューヨーク、アゾレス諸島、ジブラルダル、タンジールを経て地中海
へと入り、マルセイユ（そこから汽車でパリ）、ジェノバ（そこから汽車
でミラノ、コモ、ヴェロナ、フィレンツェ、ピサ、ローマ）、ナポリ、ア
テネ、コンスタンチノープル、黒海に入り、セヴァストポリ、オデッサ、
ヤルタ、エーゲ海に戻ってスミルナ、エフェソス、ベイルート（そこから
陸路ダマスカス、エルサレム、ベツレヘム、ベールジェバ）、アレクサン
ドリア（そこから陸路カイロ）、そして再びジブラルダルに寄港（そこか
ら一週間のスペイン観光）し、ニューヨークへと帰還した。
　ベイルートからは、陸路で聖地に向かうための旅が展開されるが、キャ
図２　クエーカー・シティ号
http://sheldonbrown.com/org/journal/images/480/quaker-city.jpg　
2014年10月10日検索
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ンプ生活、交通手段は馬とロバ、ベドウィン族の襲撃の怖れなど、前近代
的な「Travel」な旅の様子が語られる。しかし、その語りは、19世紀初頭
のフランスの作家８のように「旅する私」というように旅する主体を前景
化するものではなく、初めて見るものに、感動あるいは幻滅する様子をア
メリカ的話法トール・テール９で語られる。亀井（1997）は当時のヨーロッ
パ旅行熱に便乗し、出版された多くのガイドブックは「旧世界の文明をセ
ンチメンタルに崇拝する姿勢を打ち出していた」と指摘するが、慣習化さ
れたまなざしではなく、トウェインは「自分の目で」旧世界を見て、正直
に語っている。
ⅱ）費用とアメニティについて
　出発前1867年２月１日にブルックリンで告知された内容の抜粋
　主催者が全てを統括し、少なくとも150人の船客を収容できる施設
をそなえた豪華蒸気船に、その収容人数の４分の３までの、選び抜か
れた団員が乗り込むことになる（中略）この汽船には図書室や楽器を
含む、あらゆる必要な設備が備えられることになっている。経験豊か
な外科医も乗船する（中略）旅行費用は大人ひとりあたり1250ドルと
決定した・・（吉岡ほか訳,上1997：12）
　以上からも分かるように高額な船旅であり、アメリカの富裕層（のキリ
スト教徒）を対象にしたものである。
　トウェインは最終章で、
　この旅行はあらかじめ約束していた日程をすべてなし遂げた。われ
われはみんな、この旅行の企画、運営にじゅんぶん満足しなければな
らない（吉岡ほか訳,下1997：407）
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と述べているように、「無事」に終わった。
　井川（2004）は『赤毛布外遊記』の成功は、まさにアメリカにおける「観
光時代Tourism Age」の先触れであったと言及する。
第３章：フランスの旅
　トウェインはマルセイユから鉄道でパリに赴く。フランスの鉄道事情や
駅について記録する。車窓からの風景について「Everything is charming 
to the eyes」と感想を述べ、その上「フランスはすべてが時間通りで正確
で規則正しい。フランス人は間違いを犯すことがないからだ」と続ける。
現在でも観光地としてのフランスの人気は不動なものである。風景に関し
て異論はないが、フランス人に対してのトウェインの言及には違和感が残
る。当時のアメリカ人のフランス人に対する一般的なクリシェなのだろう。
１）パリ観光について
　フランスではトウェインが旅をした時期は「ナポレオン３世による第二
帝政期」と呼ばれる時代で、イギリスに遅れさまざまな産業に革新がおこ
り、経済至上主義が始まろうとしていた。ナポレオン三世の妻、ユージェ
ニー皇后を中心として派手な宮廷文化が再び開花した。都市の大改造も進
み、パサージュや幹線道路、シャンゼリーゼ通りなどが整備され、多くの
人々が、「外」に楽しみを求める時代になった。もちろん、パリ万博開催
という事実は大きい。トウェインはその当時のパリ（第二帝政下）の様子
を的確に語る。
　あたり一面が明るくにぎやかだった。二百人程が歩道に出した小さ
なテーブルに座って、ワインやコーヒーを飲んでいた。通りは勁草馬
車や歓楽を求める人であふれ返っていた。どこからともなく流れてく
る音楽と、周囲の活気と躍動と、いたるところで燃え上がるガス灯の
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火！（吉岡ほか訳,上1997：12）　　　　
　現代的に描写すれば、「200人程が舗道に並んだカフェのテラスでワイン
やコーヒーを飲んでいた。通りは多くの車で渋滞し、観光客であふれか
えっていた。どこからか音楽が流れ、LEDで煌々と光る街灯で、通りは
活気に満ちていた」という感じであろうか。第二帝政期のバブル状態が的
確に描写された上、ほぼ150年後の現在のパリの印象と変わらないのに驚
かさせる。旅行記によると、通りにはドラッグストア、宝石店や小間物
屋、生地店があり、観光客を待ち構えている。ホテルと提携した通訳ガイ
ドはこれら商店と繋がっていて、旅行客を連れて行くことによってチップ
をもらうシステムになっている。マーク・トウェインたちも、ルーブル美
術館に行きたいのに、なかなか連れて行ってもらえなかったことが記述さ
れる10。表１はマーク・トウェインのパリでの行動を表にしたものである。
表１　マーク・トウェインのパリでの行動（筆者作成）
①訪問先 マーク・トウェインのパリ
雑貨屋
宝石商
小間物
生地店
床屋
グリゼット
ビリヤード場
パリ万博会場
ルーブル美術館（ナポレオン３世のルーブル美術館であり、現在の価値とは異なる）
チュルリー宮殿
ナポレオン記念柱（オベリスク）
マドレーヌ寺院
ナポレオンの墓（Invalide）
植物園（Jardin des Plantes）
パンテオン
オペラ座
立法府
サーカス劇場
ノートルダム寺院
死体公示所（モルグ　シテ島、現在の「法医学研究所 Institut médico-légale」）
マビーユ公園（Jardin Mabille 1870年砲撃され75年に解体）
ブローニュの森（Bois de Boulogne 第二帝政時代の上流階級の流行の場所）
ペール・ラ・シェーズ墓地
アニエール郊外の娯楽場（第二帝政期、大衆の流行の場所）
ヴェルサイユ宮殿
St.Antoine通り界隈の貧しい地区
②宿泊施設 ルーブルグランドホテル
③滞在日数 おそらく５日間（正確な滞在日数は記述されていない）
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　表１を見ると、現在のパリ観光コースとほとんど重なることが明ら
かである。エッフェル塔は1889年のパリ万博で登場する建築物のため、
1867年のパリにはまだ存在しない。2014年にThe World’s Top Tourism 
Destinations11で発表された結果においても、パリは世界一の観光都市で
あるが、観光都市としての歴史の長さを賞賛せずにはいられない。また、
興味深いことに、パリ郊外のアニエールが登場している。もともと歴史の
ある場所ではあるが現在では観光地というよりむしろパリ通勤者の住宅地
である。アニエールは（フランスで鉄道が開設してまもなくの）1837年に
鉄道が開通したため19世紀中葉から、休日の「目的地」となった場所であ
る。パリ市内の名所旧跡ではなく、郊外にも関心を向けているということ
は、「フランス社会」あるいは人々の行動に興味があるトウェインの特徴
と言えよう12。驚くべきこととして「観光名所」として死体公示所があるが、
身元不明者の死体の数の多さを示すものでもある。また、もっとも感動し
た場所のひとつとしてペール・ラシェーズ墓地をあげている。
　トウェインらはこの旅のメインイベントのひとつである「パリ万博」に
も出向くが、
　われわれは寸暇を惜しんで、パリ見物に明け暮れた。毎晩、クタク
タになって眠りこけてしまった。もちろん、かの有名な大博覧会にも
出かけた。世界中の人々（all the world）が訪れていた。われわれは
パリに着いて三日目に大博覧会にいった。そこにはおよそ二時間ほど
いた。それが最初で最後の見物だった。（吉岡訳,上1997：123）
とそっけない。さらに、
　私がここに一カ月滞在することになっていたとしても、博覧会の石
ころのような展示物よりもきっと、ここに集う人間模様をじっと観察
していた筈なのだ。（吉岡ほか訳,上1997：124）
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と述べる。マス（大衆）への関心、人間への関心は歴史的建造物（とされ
る）よりも高かったと言えよう。とりわけ、アラブの一行、南洋諸島の原
住民、フランスの女王（ユージェニー皇后）、フランス国王（ナポレオン
三世）とトルコの皇帝（スルタン）を実際に見たことへの感動を示してい
る。新大陸の人間として、旧大陸（オスマントルコ領土を含めた）の人間
たちを客観的に観察し、記述したことにおいて、旧大陸の作家との「旅行
記」の違いが見られる。
　ナポレオン三世の研究書などでは、彼が身体的にも、美的にも恵まれて
いなかったことが記述される。しかし、彼を直接見たであろう、例えばフ
ロベールでも、その点については触れられていない（政治に関心がなかっ
たからかもしれないが）。マーク・トウェインは1867年、つまりフランス
では書籍に対する厳しい検閲があった第二帝政時代であったが、アメリカ
で出版されたこともあり、自由に、率直に皇帝を描写している。Innocent（無
学な）ではあるが、大国となった民主主義のアメリカからの旅行者にとっ
て、時代錯誤な「帝政」のもと、ひとびとの皇帝に対する熱狂も不思議な
ものであったであろう。また、オスマン帝国の独裁者の描写を見ても、率直、
あるいは揶揄した表現がみられる。これに関して言えば、サイード（Said, 
Edward）がシャトーブリアンをやり手にあげ、ヨーロッパ人によって勝
手に作られた「オリエンタリズム」を弾劾するが、そのオリエンタリズム
とは異種であろうと筆者は考える。経済大国になったアメリカのまなざし
から生じる貧しいイスラム社会を異化することはない。一方で、中垣（2005）
はトウェインのインドにおける人々にする視線をオリエンタリズムと指摘
する。
　次に、パリでの宿泊先だが、彼らはGrand Hôtel du Louvreに滞在する。
名称は変わるが現存するホテルである。1867年のパリ万博には日本からも
徳川幕府のほかに薩摩と佐賀の両藩が出品しているが、福沢諭吉らの一行
もこのホテルに宿泊している。当然のことながら、その大きさ（収容人数
や従業員の数）や設備、ガス灯の明るさに驚き、あきれる日本の武士の一
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団であるが、アメリカ人にとって、「驚き」はない。あるのは「不満」である。
トウェインの不満は、なぜ、街中や廊下には照明があるのに、自分の部屋
には「ろうそく」しかないのだということであり、この状況ではガイドブッ
クが読めず明日の予定が立てられないということであった。
　日本人の一行にとってパリへの旅は苦痛を伴ったTravelそのものであ
るが、アメリカ人の一行にとってはすでにTourismの対象としてのパリ観
光が成立していた。
２）接触と確認
　トウェインのパリでの感想に次のようなものがある。
　ずっと昔に本で読んだことがある、名前や地名がみつかってうれし
かった。街角で「リヴォリ通り」の名を見つけ、古くから付き合いの
ある親友に合ったようななつかしい気持ちがした。ルーブル宮殿は
絵で馴染みがあったので、実物をみてすぐに分かった。（吉岡訳,上
1997：111）
　ここで読み取れるのは彼のとった「確認」の態度である。筆者が2013年
度提出した博士論文において事例研究としたシャトーブリアンの旅13にお
いて彼が経験したのは、目前の風景に神話の世界を重ねることであり、そ
の世界は時空を超える。「懐かしさ」を楽しむものではない。シャトーブ
リアンの目前に広がる現実の風景は彼が想像によって構築した世界によっ
て異化される。一方で、初めて来たあこがれの地パリは、すでに十分な情
報が身についていたマーク・トウェインにとって、初めてだが懐かしい現
実の都市なのである。この感覚は現代の旅行者（観光客者）と同種である。
「確認」の旅、あるいは「真正性」14を求める旅とは言えないだろうか。マ
キャーネルはThe Touristの「接触と認識」の項でマーク・トウェインの
上記の例を挙げる。「リヴォリ通りの認識は、徴表（マーカー）→視角対
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象（サイト）の置換であり、対象についての情報は、対象そのものに置き
換わる」と言及する。さらに、「観光客が視角対象を最初の接触で苦も無
くそれを認識する能力を持つと言う点は、妥当であり、興味深く、綿密な
記述に値する。しかしながら、第一に銘記する必要があるのは、すべての
観光客が見るものを視角対象として認識するわけではない。」（安村2012：
146）
　リヴォリ通りでの感想が、トウェイン一人のものでなく、集合的まなざ
し、つまり、ほかの旅行者にも同様の感想があったのなら、すでにリヴォ
リ通りは観光対象サイトであったであろうと述べる。マキャーネルは、「観
光の行為とは、最終的に観光客が自らの独自の徴表を視角対象に結び付け
ることである」（164p）と言及するが、この定義からすれば、すくなくとも、
マーク・トウェイン個人に関しては現代の「観光」に近い行動であったと
言えるであろう。
 
３）「真正性」について
　前述した通り、トウェインの関心は、社会や人間であり、歴史的建造物
や、芸術品ではない。パリの事例ではないが、イタリアにおける事例を紹
介したい。トウェインらはダ・ヴィンチの「最後の晩餐」を鑑賞する。絵
を目の当たりにした人々が、その行為だけで（見ているという行為）で満
足し、感極まった表現しか発しないことに疑問を呈する。自身は「間違う
ことがないと言えるほどの眼力を持ち合わせていないので、評価はできな
い」と前置きした後、『最後の晩餐』に関する多くの書物を読んではじめて、
「この絵がまさしく昔、傑作した名画」であったことを確信するが、「それ
は300年前のことだ」、今では「美しさにかける」と作品の現状を評価する。
　べンヤミン（Benjamin, Walter Bendix Schönflies）が提唱した芸術作品
における「アウラ」の存在を否定するかのような発言であり、「真正性」
とは何かと、トウェインに問題定義したくなるような発言である。一方で、
周囲の人間の評価に流され、自分の意見を言わない旅行者（ツーリスト）
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への皮肉とも考えられる。ブーアスティンは（20世紀の）ツーリストは本
物を求めないと苦言を呈したが、トウェインらは、ダヴィンチの本物を求
めたが、その価値（「真正性」とも言えよう）を正しく評価しない、ある
いはできないツーリストたちであったと言えよう。15
　また、マキャーネルはツーリストのまなざしとして、フーコー（Foucault, 
Michel）由来のアーリのまなざしとは別に、スタンダールのMémoires 
d’un touriste16の主人公のまなざしを「第二のまなざし」として例に論考
を進めるが、このトウェインのまなざしも、後者のまなざしなのではない
だろうか。17
４）The Old Travelersについて
　パリでの滞在中、トウェインは「昔の旅人」The Old Travelersについ
て考察、あるいは定義づけをはじめる。下記に原文と吉岡（1997）による
和訳を示すが、観光学的関心と翻訳者の関心、文学的関心が一致しないこ
とを示す一例である。
the Old Travelerについて
　The Old Travelers-those delightful parrots who have “been here 
before,” and know more about the country than Louis Napoleon 
knows now or ever will know, -tell us these things, and we believe 
them because they are pleasant things to believe, and because they are 
plausible and savor of the rigid subjection to law and order which we 
behold about us every where.
　But we love the Old Travelers. We love to hear them prate, and 
drivel and lie. We can tell them the moment we see them. They 
always throw out a few feelders; they never cast themselves adrift till 
they have sounded every individual and know that he has not traveled
（Twain, 1984：76）
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　外国帰り 　 「以前フランスにきた」ことがあって、フランスにつ
いてはルイ・ナポレオンが知っていることや、しかもこれから先知る
ことになるよりも多くのことを、すでに承知している陽気なオウムた
ちが 　 こうしたことを教えてくれるのである。われわれはその話が
気持ちよく信じられるのだ。というのも、彼らの話はもっともらしく
て、われわれがこの国のいたるところで眼のあたりにしてきた方や秩
序への厳格な服従らしきものがあり、つい信じてしまうのである。
　しかし、われわれは外国帰りが大好きなのだ。彼らがペチャクチャ
たわいもないおしゃべりをして、ホラを吹くのを聞いているのは面白
い。われわれは会った瞬間、こいつはそれだとピンとくる。外国帰り
はいくらかの触覚をいつも出していて、会う人ひとりひとりに探りを
入れて、こいつは渡航経験がないと分かるまではしゃしゃりでてはこ
ない。そして渡航経験がないと分かると、のどのしぼり弁を解き放ち
一気呵成にホラを吹くこと福男と、冷笑を浮かべてみたり、威張り散
らしてみたり、舞い上がってみたり、「真理」という神聖な名前を汚
すことといったら、それはひどいものなのだ！彼らのおもな計画は、
つまり大きな目標は、相手を屈服させてぐうの音も出ないようにし、
自分たちは国際人（コスモポリタン）であるという栄光をキラキラと
輝かせ、相手をつまらない卑小な人間だと思わせることにあるのだ。
こういう連中は聞き手に何も教えてくれない。当たり障りのない連想
もせせら笑うだけなのだ。こちらが胸の奥に秘めている外国への憧れ
を容赦なくあざけり、聞き手の叔父や叔母がしてくれた外国帰りのみ
やげ話を愚の骨頂と決めつけ、聞き手がもっとも信頼している作家を
ばかにして、その作家があたえてくれ、聞き手が嬉々として崇拝して
いる心象（イメージ）を、狂信的な偶像破壊者に備わっている冷酷ま
での獰猛さでたたき壊してしまうのだ！しかし、それでも私は外国帰
りが大好きなのだ。おもしろくもなんともない決まり文句も、相手を
うんざりさせる超人的な能力も、愉快で愚かな虚栄心も、あふれんば
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かりにゆたかな想像力も、驚くほど、みごとな、舌を巻くような虚言
壁も、なにもかも大好きなのだ。（吉岡ほか訳下,1997：109）
　長く引用したが、観光学的には、特に、筆者のように旅の主体に関心を
寄せる研究者にとってThe Old Travelersという表現は非常に魅力的であ
り、かつ重要なタームである。ところが、文学を専門とする翻訳者はそ
れを「外国帰り」と訳しており、Travelerが狭義に理解されている。この
ような事象もまた、マーク・トウェインという作家が「観光学」にとっ
て無視することのできない作家であることを示すひとつである。さらに、
この箇所で興味をひかれるのは、これまでの研究ではTravelerが高圧的
な態度で、Touristを非難する事例が多く見られたが、ここではThe Old 
Travelersが否定的に観察されている。マーク・トウェインの技法、つま
りトール・テールの技法なのか、あるいは古いものに対する決別であり、
新大陸の人間はあくまでも未来志向であり「新しい」もの、現代的なもの
を理想としたということなのだろうか。しかし、彼らを「大好きなのだ」
と断言するマーク・トウェインの言葉のなかに、自分もThe Old travelers
になりたかったという夢があった、と考えることもできよう。一方で、
Touristという単語はThe Innocents Abroadの中では見られず、Traveler
とOld Travelerの比較にすぎないという見解も可能である。
第４章：オリエントの旅：「聖地巡礼」
　トウェインの一行はイタリア、ギリシャを旅したのち、黒海へと進路を
とる。次にエーゲ海に再び戻り、トルコを経て旅のクライマックスである
「聖地巡礼」の旅が始まる。
１）聖地巡礼
　トウェインは船でエーゲ海に戻ったあと、スミルナ、エフェソスを観光
マーク・トウェインの旅にみる近代アメリカのツーリズムに関する一考察
−235−
したのち、ベイルートから陸路でダマスカス、エルサレム、ベツレヘム、ベー
ルシェバと聖地巡礼の旅を行った。クエーカー・シティ号での快適な近代
的な旅から、伝統的な 旅
トラヴェル
（苦痛を伴う旅）へとタイムスリップした。「聖
地巡礼」とはただ、聖なる場所を訪問するのではなく、身体的にも、精神
的にも、なにか日常でない感覚が必要とされる。少なくとも、トウェイン
は「快適な旅」以外の「旅」を求めていた。クエーカー・シティ号には76
人の旅行客が乗船していたが、ベイルートから陸路の旅を選んだものは40
名ほどであった。３、４週間後にヤッファで合流するという行程であった。
　トウェインの熱狂する様子が次のように記述される。
　われわれは期待にひどく胸躍らせて、スミルナを出航した。この遊
覧旅行の第一の呼び物、すばらしい最終目的地がすぐに近くに迫って
きていたからである―われわれは聖地に近づいてきたのだ・・（吉岡訳,
下1997：166）　　　　
　トウェインが参加したのは長旅班である。シリア奥地まで入り込み、バー
ルベックを通ってダマスカスに抜け、テべリア、エルサレム、死海へとパ
レスチナ全土を縦断という行程で３,４週間の予定であった。対象となる
旅行者は「外気での疲労と辛い生活にいくらか慣れている、たくましく健
康な人間」であった。ベイルートからTravelが始まったと言えよう。料金
は一日につき５ドル18であり、トウェインは半信半疑であったが、委員た
ちはホテルと同じような、快適な生活ができるだろうと述べる。
　持ち物であるが、トウェインは毛布、肩掛け、パイプ、タバコ、数枚のウー
ルのシャツ、折りかばん、旅行案内書、聖書、タオル１枚、石鹸一個と書
いているが、シリア砂漠の移動には傘と緑の眼鏡が必需品として登場して
いる。この2点に関しては、図３　「灼熱のシリア砂漠を行く」　の様子で
明らかであるが、過酷な自然環境の中にいるのにもかかわらず、「観光旅行」
的な印象をあたえる原因となっているとは言えないだろうか19。 
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　また、出発前に馬の顔見世という儀式があったのだが
「馬の顔見せというのもまさしく、旅行案内書にあったとおりだった。そ
れにわれわれだって、旅行案内書どおりに旅行しているのではないのか。」
と、Travelerとして旅を始める予定が、結局ツーリストとして旅にしかな
らないことを自覚する。
ⅱ）宿泊施設について
豪華なテント
　トウェイン一行は８人であったが、荷運び隊として19人の使用人と26頭
もの荷運びのラバが参加した。レバノンではトウェインが驚愕するような
テント生活が用意された。立派なサーカス用のテントが５つも張られ、そ
の内側は、「青や金や深紅色で光輝き、あらゆる種類のすばらしい装飾が
ほどこされている」さらに、「彼らは小さな鉄製の寝台を８個運んできて
テントに据え付けた。それぞれのベッドに、やわらかいマットレスと純白
のシーツを二枚敷き、その上に枕と質のいい毛布をおいた。つづいて、中
央の柱のあたりにあるテーブルを据え付け、その上に白目製の水差し、タ
ライ、石鹸、純白のタオルをのせた」と説明は続く。あまりの豪華さに、「こ
れを戸外のキャンプと呼ぶなら、それもよかろう　しかし、これは私がや
図３　「灼熱のシリア砂漠を行く」　（吉岡ほか訳，下1997：193）
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り慣れているキャンプではない。」（吉岡ほか訳,下1997：172）とあきれた。
食堂テントも素晴らしく、テーブルクロスやナプキン、食器も完璧に用意
されていた。食事のメニューもローストマトン、ローストチキン、ロース
トグース、ポテト、パン、紅茶、プディング、リンゴ、ブドウが並べられ
たほど、豪華なキャンプの旅であった。
　トウェインも「彼らはこれを戸外のキャンプといっている。このぶんで
は、聖地への巡礼は輝かしい特権になりそうだ（同書:173）」と語る。
　しかし、オスマン・トルコ領内のオリエントの貧しく、豪華なキャンプ
生活はレバノンだけであったと思われる。
表２　マーク・トウェインの「聖地」における旅　（筆者作成）
都市 トウェインの描写から 宿泊形態
スミルナ 鉄道利用（旅のためのロバを積載）
エフェソス 記念写真撮影
シリア 豪華なキャンプ
バールバック 巡礼者による遺跡破壊への言及
ゼブナダ渓谷 「ぞっとするような旅」灼熱の砂漠 キャンプ
シリア砂漠 傘を差し、サングラスを着用 キャンプ
ダマスカス トウェインはコレラにかかる ホテル泊
バニヤース（シリア北部の町） キャンプ
ヴァラニアの廃墟 破壊され、現存しない遺跡
メムロの泉 キャンプ
テベリア テベリアから護衛がつく キャンプ（ガラリア湖を見ながら）
ナザレ 巡礼者による破壊行為にあきれる キャンプ（聖処女マリアの泉付近）
エズレル キャンプ
シケム 19時間馬に乗って辿りついた場所 キャンプ（アラブ人の村で）
エルサレム 「ため息がでるほどうんざりした！」 ホテル泊
ヨルダン川の旅 ベドウィン族を恐れる
死海 死海に飛び込む
マルス・サバ カトリックのもてなしに感動 修道院泊
ベツレヘム 乞食と物売りでいっぱい
ラムレ 修道院泊
ヤッファ（現テル・アヴィヴ） 船に戻る
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　「バールベックからダマスカスまで、あのような辛い旅をしたことで、
われわれは巡礼者たちを満足させた。」つまり、旅の目的を聖地巡礼とす
るための必要条件に「困難な旅」が暗黙の了解として巡礼者の中にあった
のであろう。（しかし、全行程が「困難な旅」であることは求めていない）
　ここで、1806年にオリエント旅行をしたシャトーブリアンの旅と比較し
てみる。彼はヤッファからエルサレムへと向かうが、ホテルの存在はなかっ
た。常に武装して旅を続け、エルサレムでは修道院に宿泊した。おそらく
多くの巡礼者がいたのだろう、宿泊可能な施設についての記述や日常生活
についての詳細が語られている。死海では、トウェインたちは面白がって
湖の中に飛び込むが、シャトーブリアンは、湖の水の成分などをかたり、
無邪気に水浴する姿はなかった。しかし都市以外では常に、襲撃される（と
りわけベドウィン族からの）怖れを抱いて旅を続けたことは半世紀以上の
隔たりを感じさせていない。
ⅲ）文学散歩
　トウェインは、
「ナザレには、イエスがこの町を出て行った当時と同じような雰囲気
が残っていて、おもしろい町である。この町にいると、旅人は「少年
の頃、イエスがこの入口にたっていたんだ　、あの通りで遊んでいた
のか―その手でこの石にじかに触れたのか　この白亜の丘を散歩した
のかと絶えず呟くことになる」（吉岡ほか訳,下1997：287）
と語る。
　一部の引用ではあるが、トウェインの「聖地巡礼」とは聖書を対象とし
た「文学散歩」であろう。シャトーブリアンのように、「聖地巡礼」により、
聖地を体験した自分自身や十字軍に参加した先祖をある意味「神聖化」す
るようなものではない。あいかわらず貧しいオスマン・トルコ領内ではあ
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るが、イスラム教に対してキリスト教の優位性を説いたりしない。政治的
な腐敗を言及するが、それを宗教問題に転化することはない。トウェイン
が、旅先で楽しむのは、旧約聖書であれ、新約聖書であれ、それを「神話」
と捉えずに、ありえないかもしれないが「現実」と見なし、自分のいる「場
所」を楽しんでいる姿である。前田愛が小説の世界を、つまり、現実の「場
所」に登場人物を投影させ文学散歩を行うが20、トウェインも同様である。
近年話題となる「アニメ聖地巡礼」と本質的には変わらないのではないだ
ろうか。
　前述したが、オスマン・トルコ領内は、19世紀初頭に旅をしたシャトー
ブリアンの時代と同様に貧しく、都市でも、相変わらず「アラビアン・ナ
イト」的様相が展開される。人々は相変わらず「白人」（シャトーブリア
ンの時代は「ヨーロッパ人」）を見かけると、「医者」だと思い込み、病人
が彼らのまわりを取り囲む。シャトーブリアンの旅から60年を経ても同じ
ような光景が見られた。
　「われわれ一行のなかに医者がいることを知るとすぐに、地元の連
中があらゆる地域から押し寄せてきた。Ｂ博士はその慈愛の精神から、
そばに座っていた女性から子供を受け取り、子供の病んだ両眼に目薬
のようなものをさしてやった。女は立ち去ると、今度は住民をぜんぶ
呼んできたのだ。」（同書：217）
ⅳ）観光的聖地巡礼
　トウェインは巡礼の目的地エルサレムを訪れていることに満足をしてい
るが、単純に、喜びを表現することはない。「本物」を決めるのは旅行者
自身であり、「聖地」であるかどうかを決定するのも旅行者であると述べる。
　聖墳墓教会に入ると、誰でもいちばんはじめにみたいと思うのは、
聖なるキリストの墓そのものであり、実際まず最初にみるのはそれで
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ある。 次にみたいと強く願うのは、キリストが磔にされた場所である。
しかしこれは見学の最後にみるようになっている。それは、この場所
にとって、このうえもない栄誉になっているからである。だれでも救
世主の墓の前に立つと、物思いにふけり、厳粛な気持ちになる。（中略）
しかし、主が本当にそこに横たわっていたとは、だれも信じてはいな
い。しかし、そう思ってしまうと、ここで覚える興味は大いにそこな
われるのである。（他の場所に関しても）われわれは興味を持ってこ
れらの場所をみるが、聖墓の場合に感じたのと同じような確信、つま
り、そういった場所は本物ではない、これらに真実はない、それらは
修道僧のつくりだした想像上の神聖な場所なのだ、という確信をもっ
てみるのである。（同書：323）
　
　トウェインは旅行者のまなざしにはなにか制約があることを指摘する。
自由に解放されたまなざしの重要性、前述したマキャーネルの提言する第
二のまなざしのことであるが、「良き旅行者」になるための条件であるこ
とが示唆される省察ではないだろうか。
　また、近代ツーリストの「感覚」も示される。奈良や京都など寺院めぐ
りをしていると、トウェインが以下に述べるような感覚に陥る。見学に「飽
きる」という感覚である。
　われわれは遺跡見物に飽きてきた。もはや聖墳墓教会のほかに、わ
れわれをひきつけるものはなにもない。（中略）見物する場所が多す
ぎるのだ。・・・エルサレムとその周辺には、わずかな土地といえども、
重要で活気にみちた歴史のないところはない。人が踏んだ石のなかで、
それが有名になった遠い過去の歴史を持つ、あらゆる石についてしゃ
べりまくる案内人なしで、百ヤードも歩くとほっとする。・・われわ
れは実際、より高尚で立派な動機からではなく、義務的な感覚から、
この数日間、眼や耳を使って歩き回ってきた。だからホテルに帰って、
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名所見物に悩まされなくてもよい時間がくると、よりうれしくなった
ものだ（同書：335）
　念願の聖地巡礼が終わろうとするころ、あれだけ「始まり」を楽しみに
していた聖地巡礼も「終わる」という喜びに変化する。周遊（one tour）
をしたことへの満足感であろう。
ヤッファに到着後
　（中略）馬から下りると、沖合に錨を下しているわれわれの船がみ
えたのだ！船をみたときは感動したので、ここに感嘆符をつけておく
ことにする。長い巡礼の旅が終わったのだ。そして、どういうわけか、
終わったことをうれしく思ったのである。
　トウェインらはThe Innocents abroadの旅を「巡礼」の旅と自称するが、
シャトーブリアンやラマルティーヌのように「信仰」について語らない。
そんなことを書くのは旧大陸特有の古臭さと思ったのだろうか。
　われわれの40名の巡礼者は、この地にやってきたどの巡礼者にも負
けないほどの誠実な信仰を持っているが、彼らがそういうことを言っ
ているのを聞いたことがない、と誓ってもいい。しかし、彼らは家に
帰るとすぐにそういうことを言うだろう。言って悪いということはな
い。彼らは世界じゅうのラマルティーヌやグライムズたちすべてに逆
らいたくはないのだ。（同書：358）
ⅴ）ヴァンダリズム
　アメリカの19世紀の旅行者たちもまた、記念として自分の名前を遺跡に
書き残し、あるいは、遺跡の一部を持ちかえる。19世紀のフランスの作家
の旅は、個人旅行（召使いや通訳を連れていたが）という形態であったため、
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それが「破壊行為」とまで意識するにはい至らなかったが（イギリスのエ
ルギン卿の極端な例21がその代表）、トウェインたちの一行は65名の団体22
であり、かれらの残した爪痕は大きいのではないだろうか。アメリカ人団
体客の責任だけではないが、マスの行為は観光地（遺跡）にダメージを残
す。現在では様々な保護活動があり、ユネスコの世界遺産などもその一例
であるが、トウェインの一行の旅を見ているとこうした政策が必要となっ
た経緯が明らかである。（皮肉ではあるが現在では、世界遺産に登録され
ることは、「保護」というより観光客（ツーリスト）という「マス」を取
り戻すための方法のひとつとなっている）
バールベックの神殿、遺跡
　ジョン・スミス家だとか、ジョージ・ウィルキンソン家だとか、あ
の世とバールベックとのあいだで生きているほかの哀れな無名の人々
がことごとく、自分たちのくだらないとるに足らない名前を、バール
ベックの壮大な廃墟の壁にきざみつけ、しかも自分たちの出身地の町
や、地方や、州の名前までつけ加えているのを見ると、ののしりたく
なってくる。（同書：213）
バニヤース（キャンプ）
　こりることは知らない巡礼者たちは、遺跡を壊して盗ってきた標本
で、ポケットをいっぱいにして戻ってきた。こういった野蛮な行為は
やめてもらいたいものだ。連中ときたらノアの墓から、バールベック
の神殿の美しい彫刻から、（中略）それぞれの遺物をくだいてその破
片を盗ってきたのである。そして、今回は、イエスがまさに眼にした
この地の古いアーチを、ずたずたに切り刻んで、削り取ってしまった
のである。この連中がエルサレムに立ち入ったときには、神よ、聖墳
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墓を守りたまえ！（同書: 211）
ナザレ：聖処女マリアの泉の近くでキャンプ
　われわれはイエスが15年間、大工で働いていたところや、彼がユダ
ヤ教会で説教し、暴徒に追い出されたところへいった。これらの場所
にはカトリックの礼拝堂が立っていて、今も残る昔の壁の破片を大事
に保管している。一行の中の巡礼者たちは記念にそのかけらを削り
取った。（同書：287）
　トウェインも「巡礼者たちの第一の目的は「記念品」を貪欲に集めるこ
とである。」（同書：308）と感想を述べる。
第５章：おわりに
　 観 光 学 に お い て、 ア ー リ（Urry, John） が、 フ ー コ ー（Foucault, 
Michel）から援用した「まなざし」にはロマン主義的まなざし、集合的ま
なざし等と分類され、「観光」現象を生み出した重要な要因とされる。マー
ク・トウェインの『地中海周遊記』では、いわゆる「本物」を目前にしても、
あまり感動をしない自分や、「聖地」でも、汚いところばかりが目につく
アメリカ人旅行者の無知を皮肉って見せる。これは、「まなざし」がヨーロッ
パ人旅行者と同質のものではないことを示す事例である。しかしながら、
このアメリカ的まなざしもまた、19世紀後半の「観光現象」を構成するひ
とつの要因であることも確かである。ハワード・ヒベットは「トウェイン
の辛辣な筆は、同行者を劇画化することでアメリカ人の無知を皮肉って見
せるのだが、同時にそれは、西欧文明の常識と信仰心というフィルターを
通さずに見た地中海沿岸の文化が、いかに欺瞞に満ちたものかを書きつら
ねているのである」（佐野2003：113）と言及する。あるいは、The Ethics 
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of Sightseeingの中でマキャーネルが提示した、自由な束縛のない「第二
のまなざし」が関与した見方であったのかもしれない。
　19世紀アメリカはヨーロッパに文化を求め、前述したように文芸活動に
おいても、イギリスの模倣から始まった。石原はシンポジウムで「いわゆ
る今日キャノンと呼ばれる19世紀前半から半ばに活躍したアメリカ作家の
中で何らかの形で旅行記に手を染めていない作家を困難であるくらい・・」
と紹介し、「私が参照した最近の研究書によれば、トウェイン最初の旅行
記『赤毛布外遊記』が発表される前年の1868年までにすでに691冊ものヨー
ロッパ旅行記が出版されていたという」（石原2005：11）と語っているが、
この旅行熱狂時代はヨーロッパのそれと重なる。筆者は博士論文において、
19世紀フランスの旅の時代と旅行記の出版状況について述べたが、まさに
同じ状況であった。聖地巡礼の行程もヨーロッパ人の方法を踏襲したので
あろう。
　アメリカにおける旅行記の流行の背景として、Melton（2002）は、ヨー
ロッパ人の記述（語り）「旅行記」に疑問を呈し始めたアメリカ人が、自
分たちの目で確認し始めたことが旅や旅行記の大量出版を導いた一つの理
由であると言及する。たしかに、旅の主体の「まなざし」の違いは、旅や
旅行記に大きな違いをもたらす。近代におけるまなざしの違いは主体の社
会的地位によるものが大きい。このヨーロッパ的まなざしとアメリカ的ま
なざしを研究するために、ブルデュー ( Bourdieu, Pierre)の「ディスタン
クション」理論を援用する価値があるのではないかと考えている。次回の
研究の課題としたい。
　本研究において筆者の研究対象であり、1806年にオリエントを旅したフ
ランス人作家シャトーブリアンの旅を意識しアプローチを行ったが、旧大
陸と新大陸の「旅する主体」は「近代」という時代の中で変化しつづける
が、オリエントという「旅される側」「まなざされる側」の変化は僅少であっ
た。2014年現在、ベイルートからヤッファ（テル・アヴィブ）までトウェ
インが体験したような行程での旅には相変わらず危険が伴う。宗教間、民
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族間の紛争が絶えない。オスマン・トルコ帝国という支配から解放された
国々は今なお「（19世紀の）オリエント」として西側の旅行者にとって生
き続けているのではないだろうか。
【補注】
１　とくに『幻影（イメジ）の時代』The Image（1964）が参照される
２　とくに『ザ・ツーリスト』The Tourist（1976）が参照される
３　原文
　　It is an interesting characteristic of the tourist world that the tourists 
themselves believe that it has not end, that there is always some new 
frontier.（186）the Tourist
４　八木はハックルベリー・フィンの冒険も旅行記であると言及する
５　http://www.weblio.jp/content/%E8%B5%A4%E6%AF%9B%E5%B8%83
６　最終章で,旅先（ホスト）の人々についてもinnocentと表現している
７　奴隷解放派であり、南北戦争中には、リンカーン大統領の命、支持を得るために、
ヨーロッパで講演活動を行った。名スピーチャーとしても有名であった牧師
８　ロマン主義作家の旅行記の特徴の一つに「私がmoi」の強調があるが、フラン
スロマン主義作家の父と呼ばれるシャトーブリアンの文体ではそれが顕著であ
る
９　アメリカ西部特有の語り。ヤーンとも呼ばれる。日本語では「ほら話」と訳さ
れることが多い。
10　ガイドの知り合いの絹織物を扱う生地商店に立ち寄らないと、本来の目的地で
あるルーブル美術館まで連れて行ってもらえない事など、すでに観光客目当て
のビジネスが成立していたことが書き記されている
11　（http://www.infoplease.com/ipa/A0198352.html　2014年７月20日検索）　
12　当時、バルビゾン村やヴァンセンヌなどパリ近郊の町に人々がレジャーを求め
たことが、ゾラ（Zola, Emile）の小説（たとえばBonheur des Dames）や絵画
によっても明らかにされている。
13　1806年にシャトーブリアンはオリエント旅行（パリからエルサレムまで、エル
サレムからパリまで）を実施した。ギリシャにおいては目前に広がる景色から、
神話や歴史に登場する人々、あるいは歴史上のアテネやスパルタに思いをはせ
る。換言すれば、現実の風景にはなんの関心も示していない旅行者の姿が浮き
彫りにされる。
14　ツーリスト研究において「真正性」は旅人の属性を決めるキーワードとされる
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15　このアメリカのツーリストたちも、innocentsと表現しているわけであるが、
文字通りの「無学な」を表現しているわけではなく、先入観をもったヨーロッ
パ人のまなざしではなく、素直なまなざしを持ったアメリカ人をトール・テー
ル風に皮肉った表現方法であろう。
16　スタンダールの1837年のフランス周遊の旅を題材とした旅行記。しかしその語
りは作者ではなく、架空の人物Ｌ氏（鉄のセールスマン生活を引退し、マルティ
ニーク島に移住する予定の人物）である。文学作品のタイトルとして初めて
touristeが使用されたことから、旅人（traveler, voyageur）ではない、観光者
としての旅の主体が表現される旅行記としての価値が高い（とりわけ「観光学」
において）。この主人公Ｌ氏のまなざしを、マキャーネル（2011）はとりあげ、
「第二のまなざし」と提言している。
17　The Ethics of SightseeingにおけるThe Tourists Agency（196p−210p）の章で、
これまでの観光学におけるまなざし、つまりアーリのまなざしとは別のまなざ
しを「第二のまなざし」として提言している。
18　かなり大まかな指標であるが,19世紀1ポンドが5ドルであり,同様に1ポンド
は25フランであったとされる。１フランは日本円で1000円と換算されることが
多いので、それに当てはめると、１ドルは５フランであり、5000円くらいの価
値になる。つまり５ドルは25000円程度であろうか。http://homepage3.nifty.
com/~sirakawa/Coin/A010.htm（2014年12月23日検索）
19　フランス人のオリエント旅行では見られない服装である。1806年から1807年に
かけて旅を行ったシャトーブリアンは完全に武装していた。フロベールは1849
年から1851年にわたる旅であったが、サングラスなどの描写はみられない。
20　『都市空間のなかの文学』（1992）（ちくま学芸文庫）
21　イギリスの外交官。オスマン帝国領にあったギリシャに残る古代ギリシャの建
築や彫刻を調査する一方で、イギリスで保護するとの大義のもと、パルテノン
神殿の彫刻を削り取ってイギリスに送ってしまった。現在エルギン・マーブル
と呼ばれ大英博物館で展示されているが、ギリシャ政府から返還を求められて
いる。
22　属性に関しては、吉岡訳上巻（1997）の21pに、「参加者のなかに、三人の福音
伝道師、八人の医者、十六人か十八人の淑女、仰々しい肩書を持つ陸海軍のお
歴々、夥しい数のあれやこれやの「教授たち」、そして（中略）「ヨーロッパ・
アジア・アフリカ派遣合衆国弁務官」というひとりの紳士がいることを知り・・
と記されている
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